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➨㸯学ᖺࠕయ⫱ࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ Ụ部 ⣖⨾子 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 １㝵㹁ᐊ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮  

㸯 ༢ඖྡ ࢁࡇࡇをࣝࢺ࣎ࡍࡘ࠺ 㹼ࢇࡪࡌの࠺ࢁ࡞ࡃࡼ࠿࡞ ࡜ࠖࡕࡶࡁࠕ㹼 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

༢ඖ┠ᶆ 
 ー࣎トルとの出㐂いからస成࣭౑⏝までの体㦂を通して、ありのままのឤ情をࣜࢧンࢭ

受けධれるᚰᆅよさをឤじるとともに、自ら進んでᚰ㌟をᩚえようとするຊを育てる。

⌧௦の子どもたちは自分の気ᣢちをゝⴥにするᶵ会がῶᑡしており、≉にప学年では、うまくㄝ明

できない୙Ᏻやストࣞスをᚰのෆにᢪえやすいഴ向がある。昨年度、㸱年⏕で行った実㊶１㸧２㸧では、

ឤ情をྍど化し、受けṆめてもらう⤒㦂が自ᕫ理ゎを深める一ຓとなることが♧၀された。本༢元では、

の学びをప学年へとᗈげ、「自分の気ᣢちに気࡙き、ఏえ、ありのままを認めてもらう」体㦂を重ねࡑ

ることで、自ᕫ⫯定ឤやே間関係ᙧ成のᇶ┙を育むことを目指す。 

ಖ೺という学びの本㉁は、ᚰと体の೺ᗣを自分自㌟で主体的に守るຊを育むことにある。༢なる知

㆑の⩦ᚓにとどまらࡎ、今の自分の≧ែに気࡙き、「どうすれࡤᏳᚰできるか」を自ら㑅ᢥできるよう

になることは、ᑗ᮶にわたりᚰ㌟をᩚえ、೺やかに⏕きていくための኱ษな㈨㉁である。 

本実㊶では、኱ேが「ṇゎ」を♧すのではなく、子ども一ேࡦとりが自らの࢚ー࢙ࢪンࢩーを発᥹

できる場࡙くりを意㆑したい。教ᖌはక㉮者として、子どものᚤ⣽な変化を୎ᑀにほᐹし、ᑛ重しなが

ら、࣎トルの౑い方を子どもたちの自⏤なឤぬにጤねていく。ࡑの試行錯誤の中で⏕まれる自発的な気

࡙きを኱ษにしたい。目に見えないឤ情を࣎トルのᦂらࡂに「うつす」ことで、子どもは自分の気ᣢち

をᑡし㞳れたところから見つめる。ࡑれは、ឤ情を↓理にᢚえ㎸むのではなく、「どんな自分も኱ษだ」

と受けධれる自ᕫ受ᐜ、すなわち「じぶんのきもちとなかよくなる」ための第一歩となる。 

ప学年から自分をⴠち╔かせる方ἲを᥈究するࢭࣟࣉスࡑのものが、ࢭルࣇケアにおける࢚ー࢙ࢪ

ンࢩーの発᥹であり、ᑗ᮶にわたる「ᚰの೺ᗣ」の学びをᨭえる⤒㦂の一つとなるだろう。授業者であ

る㣴ㆤ教ㅍという「ࡦと」、体育やಖ೺というᯟ組み、ࡑして「࣎トル」という「もの」。これらを通

して自分や௚者との新たな関係を⤖び直す本活動が、子どもが自分自㌟をᨭえていくための☜かなᡭが

かりとなるとともに、学校が子どものᚰにどのように寄りῧえるのかをၥい直す一つの実㊶のかたちで

ありたい。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸲᫬㛫┠㸭඲㸳᫬㛫㸧 

第１ḟ ࣎トルとの出㐂い   ͐１時間 

ねらい㸸いろいろな࣎トルを見て、ゐれて、自分のᚰがどのように動くかをឤじる。 

第２ḟ ࣎トルをసってみよう ͐２時間 

ねらい㸸今の自分の気ᣢちや、ࡤࡑに⨨いておきたい気ᣢちをⰍやࣅーࢬで⾲⌧する。 

第㸱ḟ ࣎トルを౑ってみよう ͐本時１�２時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

㸦㸯㸧ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ㸸࣎トルとの自⏤な㐟びや関わりを通して、ᚰが動く▐間に自ぬ的になり、自分な 

りの「新たな出᮶஦」に出㐂う。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃ 意 点 

１㸬自分でస成したࢭンࣜࢧー࣎トルを౑ってみる 

２㸬ࡩり㏉り࣭ඹ᭷ 

࣭࣎トルの౑い方を㝈定せࡎ、子どもが自らのឤぬや気

ᣢちにᇶ࡙いて活動を㑅ᢥできるようにする。 

࣭子どもの行動やゝⴥを୎ᑀにほᐹし、ࡑこから自↛に

⏕まれる試行錯誤や発見を኱ษに見守る。 

࣭教ᖌがᏳ᫆に౯್࡙けをせࡎ、一ேࡦとりの⣲直な཯

ᛂをࡑのまま受けṆめることで、ಶ々のᚰの動きを

「新たな出᮶஦」として分かち合えるようにする。 
䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻䠻㻌
䠍）Ụ㒊⣖⨾Ꮚ䠖➨䠏Ꮫᖺ䠄య⫱⛉ಖ೺㡿ᇦ）䛂௒䛾Ẽᣢ䛱䛿䛹䜣䛺Ⰽ䠛䠄➨䠍ሗ）㻌㻙Ⰽ䛷Ẽᣢ䛱䜢䛒䜙䜟䛧䛶䜏䜘䛖㻙䛃䠄㻞㻜㻞㻠 ᖺᗘ䛚Ⲕ
䛾ỈዪᏊ኱Ꮫ㝃ᒓᏛᰯᅬ䝁䞁䝢䝔䞁䝅䞊⫱ᡂ㛤Ⓨ䝥䝻䝆䜵䜽䝖）㻌㻌㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼗㼥㼛㼦㼍㼕㻙㼐㼎㻚㼒㼦㻚㼛㼏㼔㼍㻚㼍㼏㻚㼖㼜㻛㼟㼑㼍㼞㼏㼔㻛㼐㼑㼠㼍㼕㼘㻛㻝㻝㻜㻡㻌

䠎）Ụ㒊⣖⨾Ꮚ䠖➨䠏Ꮫᖺ䠄య⫱⛉ಖ೺㡿ᇦ）䛂௒䛾Ẽᣢ䛱䛿䛹䜣䛺Ⰽ䠛䠄➨䠎ሗ）㻌 㻙䛛䛑䜐䛰䛖䜣䝪䝖䝹䜢䛴䛛䛳䛶Ẽᣢ䛱䜢ᩚ䛘䜘䛖㻙䛃
䠄㻞㻜㻞㻠 ᖺᗘ䛚Ⲕ䛾ỈዪᏊ኱Ꮫ㝃ᒓᏛᰯᅬ䝁䞁䝢䝔䞁䝅䞊⫱ᡂ㛤Ⓨ䝥䝻䝆䜵䜽䝖）㻌
㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼗㼥㼛㼦㼍㼕㻙㼐㼎㻚㼒㼦㻚㼛㼏㼔㼍㻚㼍㼏㻚㼖㼜㻛㼟㼑㼍㼞㼏㼔㻛㼐㼑㼠㼍㼕㼘㻛㻝㻝㻜㻢㻌

➨㸰学ᖺࠖࡃࡀࡳࠕ学⩦άື᱌ ᤵᴗ⪅ ୗ⬥ 㝧子 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 ２㝵㹂ᐊ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮 

㸯 άືྡ ࠐࠐのࡓびをࡕ࠿ࢃあ࠺㸦ࣉ࣮ࣝࢢࡿࢀࡲ࠺㸧 

           

㸰 άື࡚࠸ࡘ࡟ 

今年度「みがく」では、「᪑する学び-ࣜアルなᡭゐり-」を学年ࢸー࣐として設定し、㸲ࢢルーࣉに
分かれて活動してきた。２年⏕になってึめて学⣭ゎ体をしており、子どもたちは新しい௰間との᪑を
新㩭にឤじているようである。➹者が担当する「うまれる」には、⏕き≀の㣫育や㔝⳯の᱂ᇵなど、自
↛に関ᚰのある㸱㸳名が㞟っている。⯆࿡によって小ࢢルーࣉに分かれているが、ᅔり஦やᎰしい஦な
どは、ࢧーࢡルでඹ᭷しながら、᥈究してきた㸦ヲ⣽はせ㡯 S�  �ඣ❺教育 S������ を参↷㸧。 
１学ᮇ。校እ学⩦㸦༓ⴥ┴㸧で出合った࢜タ࣐ࢩࢡࣕࢪの㣫育から活動がスタートした。࢜タ࣐ࢪ

と小さな「しい࡯஦に࢚࢝ルに育って↓」、の成長に合わせて㣫育ケースの⎔ቃをᕤኵしながらࢩࢡࣕ
⏕き≀へのឡ╔を㧗めていった。ኻᩋもあったが、ఱ༉かは↓஦に成長を㐙げ、㏨すかどうかをみんな
で話し合い、↓஦に元いた場ᡤに㏉すことができた。 
この活動をきっかけに㌟㏆な⏕き≀への⯆࿡が㧗まり、子どもたちは学校の山、⏿、኱学キࣕンࣃ

スにあるⲡᆅなどを᥈᳨し、࢝ࣈ࢝、ࣜࣔࣖ、ࣅ࣊ࢼト࣒ࢲ、ࢩンࢩ࣒ࢦなどを見つけ、㣫育やほᐹを
ጞめた。本や࢖ンターࢵࢿトでୡ話の௙方をㄪべたり、よりⰋい方ἲをみんなで話し合ったりしながら
⏕き≀に関わることで、「⏕き≀がṚなないようにもっとヲしくなりたい」「㣫育ケースを本≀の自↛
に㏆࡙けたい」「元気がなさࡑうだからࡑろࡑろ㏨してあげよう」など、⏕き≀のど点に❧って考える
ኌが出てきた。また、「እ᮶✀」や「⤯⁛༴᝹✀」といったことࡤにも出合い、⏕き≀にも」㞧なၥ題
があるということを知り、ఱかできることはないかと考えጞめた様子である。 
一方、᳜≀に関ᚰのある子どもたちは、㔝⳯やⰼに関するࢢルーࣉをసり、「自分たちで育てたい」

というᛮいをもち、主に校ෆの⏿で᱂ᇵ活動に取り組んできた。㸷᭶に開ദした学年行஦「ὶしࡑうめ
ん」では、自分たちで育てた㔝⳯を౑って出Ồをసるなど、学年全体で࿡わうことも⤒㦂している。実
際にᅵをゐりながら自↛と関わっている。 
このように、子どもたちはࡑれぞれの「やってみたい」ᛮいが実⌧するように཭㐩と協ຊしながら

活動に取り組んできた。一方、教ᖌは、一ேࡦとりのᛮいに寄りῧい、㣫育や᱂ᇵなどの活動をともに
ᴦしみながら⎔ቃを設えてきた。具体的には、ࢻキࣗメンࢸーࣙࢩンのస成、校እ学⩦の実᪋➼である。 
一年間をࡩり㏉って、学びを見つめる㸱学ᮇ。自分たちはどんな᪑をしてきたのか。本時ではࢧー

 。ル対話を行い、互いにኌを⪺き合うことで、自分㸦たち㸧と自↛との関わりについて見つめ直したいࢡ

㸱 学⩦άືィ⏬㸦㸯㸱᫬㛫┠㸭඲㸯㸶᫬㛫㸧 

第１ḟ １࣭２学ᮇをࡩり㏉り、㸱学ᮇに取り組みたいことを考え、ඹ᭷する。  ͐２時間         

第２ḟ ࢢルーࣉ別に「やってみたい」ᛮいを኱ษにして活動する       ͐１㸮時間 

第㸱ḟ 一年間の᪑をࡩり㏉る。                    ͐本時１�６時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

一年間の活動をࡩり㏉り、一ேࡦとりの具体的な࢚ࢯࣆーࢻをඹ᭷し、学んだことを分かち合うこ

とを通して、自分㸦たち㸧と自↛との関わりについて見つめ直す。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１㸬ࢧーࢡルのᙧに㞟まり、今日のၥいをඹ᭷する。 

 ル対話㸧ࢡーࢧれぞれのᛮい、考えを分かち合う㸦ࡑ �２

㸱㸬 ࡩり㏉りを᭩く。 

࣭具体的な࢚ࢯࣆーࢻを想㉳できるように、一年間の᪑のᒚṔを

子どもとともに෗┿や⤮、ことࡤでまとめておく㸦ᖖ時ᥖ♧㸧 

࣭ⴠち╔いて話せるように、஦前に :6 に自分の考えをᩚ理して

おく。 

࣭うまくゝえないときには上ᡭに㉁ၥし合うなど、互いの㢦を見

て話を⪺き合う㞺ᅖ気を኱ษにする。 

ル対話を通して、自分と自↛との関わりを見つめ直すこࢡーࢧ࣭

とができるように、ࡩり㏉るど点をఏえる。 

どんなたびをしてきたか分かち合おう。 

࣭࣭࣭わたしは、ࠐࠐのたびをしてきたよ。
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